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〈論　　文〉
職業威信秩序の自明性と中心／周辺 1975-2016 太郎丸　博

Google Scholar/Booksを用いた日本の社会科学文献の引用分析 山本　耕平

　― 格差社会論を事例として ―

マルチカルチュラリズム再考 鈴木　赳生

　― 包括的な社会理論的検討のために ―

〈書評論文〉
西洋社会の鏡 吉　　琛佳

  Lufti Sunar,

  Marx and Weber on Oriental Societies:

  In the Shadow of Western Modernity

  (Ashgate Publishing Limited, 2014)



1 ．本誌は京都大学大学院文学研究科行動文化学系社会学研究室の機関誌として、

　　年 1回発行する。

2． 1）本誌の編集は、「京都社会学年報」編集委員会の責任のもとに行われる。

　　 2）編集委員会は本研究室の教員および大学院生代表者により構成される。

　　 3）編集委員会に関するその他の細目は別に定める。

3．本誌には、研究論文のほかに、書評論文、資料等の欄を設ける。

4． 1  ）本誌の投稿者は、原則として京都大学大学院文学研究科行動文化学系社会

学研究室に所属する専任および非常勤の教員、ならびに大学院生・研修員、

研究生とする。

　　 2）投稿に関する細目は別に定める。

5．論文等は、未公刊のものに限る。

6．論文等は、編集委員会によって審査され、その掲載について検討される。

7．本誌に掲載された原稿の著作権は、社会学研究室に帰属するものとする。著作者

　　が本誌に掲載された文章を再録しようとする場合は、事前に本研究室に届けでる。

8． 1）論文等の原稿は、所定の執筆要項に準拠したものに限る。

　　 2）執筆要項は別に定める。
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この本はそのまま読むことが困難な方のために、営利を目的
とする場合を除き、｢録音図書｣「拡大写本」等の読書代替物
への媒体変換を行うことは自由です。製作の後は発行人へご
連絡をください。

編集後記
▼ 1994 年、当時在籍した大学院生の提案から創刊された『京都社会学年報』も第 25 号の発刊に至りました。
「四半世紀の歴史」を持った伝統ある研究誌になったのかもしれません。しかし本誌を手に取ってみると、
伝統よりも挑戦に溢れた雑誌という印象を抱かれる方もいると思います。それが本誌の魅力であり、長期
にわたって維持されてきたアイデンティティーでもあります。近年では、修士課程修了時に官公庁や民間
企業等への就職を希望する在籍者も増えてきました。どのような人生設計においても、院生時代に何かを
追求し、その成果を研究誌に発表することは、重要な経験になると考えます。次年度の課題として、修士
課程の院生にその意義を伝え、参加をより一層呼びかけることが、本年度編集委員からも提案されました。
本誌を次の 25 年につなげるべく、さまざまな方のご意見を賜りたく存じます。最後に、本号の完成に至る
まで、支援いただきました研究室内外の皆様へ心よりお礼申し上げます。
 第 25 号編集委員　D3　堂本直貴
 D1　鈴木赳生　D1　吉琛佳　M2　相澤亨祐　M1　河原優子

▼『京都社会学年報』25 号をお届けします。25 年前、自宅と研究室の往復に閉じこもって自分の研究に専
念して論文投稿への執着心がそれほど顕著ではなかった本専修の大学院生に自由で挑戦的な知的発信の媒
体を、ということで本誌が創刊されました。あれから四半世紀がたち、教員だけでなく大学院生をとりま
く環境も激変し、国際化、業績競争、自己点検の外圧は年々強くなっているようです。そのような時代の
なかで、本誌の目指すものは何かを再度問い直す時期にきているのかもしれません。なお本号をもって、
編集事務の裏方として本誌の刊行・発展に多大な貢献をしてくださった、社会学専修事務室の松居和子さ
んが編集業務から外れます。これまでの献身とサポートに対して心から感謝の意を表します。ありがとう
ございました。
 『京都社会学年報』編集代表　松田素二
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